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【編集後記】
今号では、市民の皆さんからの疑問により「参加」と「参画」について
考えてみました。似ているようでちょっと違う！！この違いに気付いて
いただければ…と思っています。我がふるさと厚木市は、これまでの古
き良き伝統の残る地域と、企業や学校などのある新しい地域が融合し
た古くて新しい都市です。「男女共同参画社会の実現」を考える時、市
民の皆さんの意識も様々で戸惑うこともありますが、これが厚木らしさ
ではないでしょうか。まずは「参加」してみましょう。そして「参画」を考え
る時、今号が皆さんの一助になれば幸いです。

平成２９年６月２４日に、アミューあつぎ映画.comシネマと共催し、男女共同

参画週間記念映画上映＆トークショーを開催し、９０名の方の参加がありました。

このイベントは、６月２３日から６月２９日までの男女共同参画週間を機会に

捉え、映画を通じて男女共同参画社会の実現に欠かすことのできない、『違い

を認め合うことの大切さ』について考えていただくことを目的として開催しました。

当日は、映画『彼らが本気で編むときは、』

を上映し、それぞれ悩みや問題を抱えながら

も、力強く生きて行こうとする主人公たちの姿

に、来場者からは「家族のかたちや存在につ

いて、すごく考えさせられました」、「何度も泣

いてとても感動しました」などの感想がありま

した。また、上映後には、本映画のプロデュー

サーの天野真弓氏によるトークショーを行い

ました。

天野氏は、『いろんな人たちがいて、社会

を形成している。個人の充実が、社会の充実

になるのではないかということを、この映画を

通じて考えていただければ』と制作の意図を

語っていました。

男女共同参画や人権と聞くと、難しいこと

だと捉えられがちですが、映画という身近な

媒体を通じて周知することができ、違いを認

め合うことの大切さについて考えるきっかけ

づくりになったのではないかと思います。

男女共同参画週間記念
映画上映＆トークショーを開催しました

▲当日のトークショーの様子。
右が映画プロデューサーの
天野真弓さん

『彼らが本気で編むときは、』
トランスジェンダーの女性リンコと、彼女

の心の美しさに惹かれ、すべてを受け入れ

る恋人のマキオ。そんなカップルの前に現

れた愛を知らない孤独な少女トモ。3人がそ

れぞれの幸せを見つけるまでの、心温まる

60日間の物語。


